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1. 事業コンセプト

《 地域住⺠や同好の⼠が集う、新たな拠り所 》

新たな観光名所化︓瀬⼾内海を⼀望できるBIG TERRACEを設置し普遍的な魅⼒を提供
VRで県内各所と連携︓巨⼤球体スクリーンを使ったバーチャル観光と観光地への誘導
観光名所とのハブ化︓原爆ドームや厳島神社と陸海空の交通インフラと連携することで
          観光客の回遊性強化

《 観光名所化し、国内外から⼈流を呼び込み 》

地域住⺠の集いの場︓家族、友⼈、恋⼈が集い、豊富なコンテンツ、アトラクションを
          満喫
新たなコミュニティ形成の場︓同好の⼠が⽇常的に集い、仲間と豊かな時間をシェア

《 最先端の技術開発、実証実験 》→開業後に随時機能追加

モビリティの最先端︓産官学によるEV、⾃動運転、空⾶ぶ⾞、MaaSなどの最先端研究
MaaSの実証・実装︓交通公共機関との連動、統合型サービスの実証の場
 ＊デジタルツインを使ったアクティビティやドローン物流などは開業時に実装予定

EVカート、VR、フォーミュラ体験、野外イベントなど

飲食、キッズパーク、イベント、バイカーズコミュニティ、
シーサイドウォークなど

ドローン物流、モビリティに関する最先端研究や実証実験など

a︓各顧客層に向けた“ここでしかできない体験”を用意し、エンタメの聖地を作る
b︓⽴地を活かし観光名所化し、国内外から観光客を呼び込み、地元経済に寄与する
c︓観光客、地元住⺠、同好の⼠が集い、新たなコミュニティ創出の場とする
d︓モビリティ、地域社会のあるべき姿を模索する、未来の実験場とする

コンセプト 〜 アジア圏随⼀の“モビリティ・エンターテイメントの聖地” 〜

A︓海外インバウンド（アジア圏+欧米） 約35万⼈
B︓国内観光              約120万⼈
C︓県内ファミリー層          約45万⼈

 ターゲット顧客 〜 年間200万⼈超の集客 〜

­事業コンセプト 1/4­
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エンタメの聖地

BIG TERRACE、VRによるバーチャル観光＆誘導など

地元経済に貢献

コミュニティ創出

豊富な体験型コンテンツ︓⾒る、乗る、選ぶ、買う、食べるなど、実体験を凝縮
好⽴地を活かしたエンタメ︓広場を活用し、市街地では難しい野外イベントの
             実施

《 ここでしかできない体験 》

未来の実験場

 概算事業費
 8,430百万円
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旧）提案時レイアウト
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1. 事業コンセプト

新）全体レイアウト ストライダー、キックボード

ひろしまバイカーズ
コミュニティ 近未来モビリティ

展示

テナント
（飲食・物販）

屋外多目的サーキット広場
（フォーミュラ体験、野外イベント） BIG TERRACE、屋内EVカート

VR、ミニ四駆、
ドローン

有料エリア

• 広域観光集客想定の有料エリアと⾜元商圏集客想定の無料エリアの組み合わせにより、持続的かつ安定的な集客を図り、
時間消費型滞在施設を目指す。

• 有料エリアはBIG TERRACE含む、体験コンテンツを中心としたテーマパークとしての滞在型施設
• 無料エリアは飲食、物販、コミュニティ形成の場を中心とした時間消費型施設

686台

514台

500台



提案時からの変更点
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1.  投資前提について
変更目的︓直近の急激な資材費・建築費⾼騰対策として、以下の初期投資削減策を実施

• EVカート場の屋根に新たにテラス（通称︓BIG TERRACE）を採用することで、全天候型カート場を維持しつつ、建築コストの削減を実現

• 施設配置の⼀部変更（遊歩道・緑地エリアの変更や多目的サーキット広場の⾯積縮⼩等）により、駐⾞場⾯積を増やし、⽴体駐⾞場から平置き駐⾞場に変更することで建築コストの削減を
実現

• 経年による来場者の減少対策として、主⼒のVRコンテンツの定期的な入替を想定。入替時、建物内外観も含め世界観を変更するため、簡易的な建物に内装や外装を施す⼿法にて建設・入替
コストの削減を実現

• エンターテイメント・コンテンツ用の機材（VR機器、EVカート等）にリース資産を活用することで、初期投資⾦額を抑制

2.  コンテンツについて
変更目的︓来場者の満⾜度向上と持続可能な経営観点で、事業コンセプトに沿って⼀部の提供コンテンツを変更

• ⾃然の普遍的な魅⼒を最⼤限に活かすBIG TERRACEの追加

• 来場者の満⾜度向上を目的にVRコンテンツを⼤幅に増加（当初計画2台→10台）。これにより、コンテンツ体験率（全来場者の3％→83％）、体験回数ともに増加するだけでなく、集団で
のコンテンツ体験増加による、運営効率ならび収益性向上を同時に実現

• 屋外多目的サーキット広場は⾯積を縮⼩するものの、提案していたフォーミュラ体験や野外イベントの開催は実現可能

• コミュニティ形成の場として、バイカーズ・コミュニティを誘致。これにより新たなモビリティファン同⼠の交流を創出

• 遊歩道・緑地エリアに代わり、シーサイドウォーク・カフェ・プレイパーク等を配置することで、地域住⺠が普段から集いやすい施設とする

• 新たなEVモビリティの開発やドローンを用いた食事配達実験などを⾏い、実証実験の場とする想定

• 利用可能者数が限定的なグランピング、バーベキューサイトは設置せず、近隣宿泊施設との連携を図り滞在を促すことを計画

3.  配置計画について
変更目的︓上記「1.」「2.」の変更に伴い配置計画の最適化を実施

• BIG TERRACEをマリーナと多島美景観を最⼤限生かした位置に設置し、テラス下にEVカート場を配置

• 遊歩道・緑地エリアをシーサイドウォークに変更

• 施設⻄側エリアに加え、施設中央部に⼤規模駐⾞場を確保

• 屋外多目的サーキット広場はBIG TERRACEとの親和性を持たせるためにテラス北側に配置

­事業コンセプト 4/4­1. 事業コンセプト



BIG TERRACE イメージ図（全体図）
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2. 施設計画書 ー施設情報ー

南側に不変の観光資源である多島美景観を
存分に楽しむことのできる巨⼤テラスを設
置。宮島を含めた瀬⼾内海の眺望に加え、
眼下には美しいマリーナとシーサイド
ウォークを⾒ながらゆったりとくつろげる
空間。夏の風物詩として計画している花火
フェスにおいては、最⾼の観覧場所に変身。
中央には、透過性のある膜素材を使用する
ことでイルミネーションの演出も⾏う。

⼀⽅、北側には多目的サーキット広場が配
置されており、音楽フェスなどのイベント
時には、テラス2階部分はVIP席として観覧
することが可能。
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BIG TERRACE 2階 想定アクティビティ

­施設計画書 2/13­

マリーナの景観をソファーでゆったりと楽しむ
眼下にはマリーナとシーサイドウォーク

低速EVカートで景観を楽しみながらテラス外周を⾛⾏

スモールライブやカフェを楽しむ

2. 施設計画書 ー施設情報ー



シミュレーター

BIG TERRACE 1階 屋内EVカート イメージ

­施設計画書 3/13­
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2. 施設計画書 ー施設情報ー

キッズカートエリアにおいては、プロジェクションマッピング
による「光の演出」を実施。「⾛る楽しみ」に加えて、

「⾒る楽しみ」を提供。

全⻑約500ｍの⽇本最⼤規模の全天候型
カート場。キッズカートからタンデム
カート、⼤⼈用カートまで全てEVを動⼒
とすることで静音と電子制御による安全
対策を実現。

併設のシミュレーターには実際のコース
の3Dデータを設定することで、⾛⾏前練
習やシミュレーターによるタイムアタッ
クが楽しめる。
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BIG TERRACE 1階 屋内EVカート 〜コンテンツイメージ〜 

­施設計画書 4/13­

子どもから⼤⼈まで誰もが楽しめる
JAF公認コースの取得を予定

全⽇本カート選⼿権⼤会を誘致するなど、
「思い切り競う、極める」も提供

2. 施設計画書 ー施設情報ー



屋外多目的サーキット広場 〜コンテンツイメージ〜

­施設計画書 5/13­
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初心者でも安心、お⼿軽に
フォーミュラカーの⾛⾏体験 野外音楽フェス クルマの試乗会・展示会

ユーザー会

2. 施設計画書 －施設情報ー
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ひろしまバイカーズコミュニティ 〜コンテンツイメージ〜

­施設計画書 6/13­

バイカーが集い、話をし、情報を得る、そんなコミュニティの場を提供

2. 施設計画書 ー施設情報ー



VR コンテンツイメージ

­施設計画書 7/13­
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建物にテーマごとの外装を設定

設定したテーマに応じたVRコンテンツを準備。パビリオン仕⽴てに
することでコンテンツ単位の世界観を演出

2. 施設計画書 ー施設情報ー

パビリオンイメージ例

Formula E東京⼤会を体験できる「Formula E館」

ドローン遊泳 世界遺産巡り 旅⾏者向け⽇本の名所巡り

※他にも様々な企業様やメディア、キャラクターとタイアップした魅⼒あるコンテンツを計画
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ドローン、ミニ四駆、ストライダー、近未来モビリティ 〜コンテンツイメージ〜

­施設計画書 8/13­

ドローン
⾶⾏経路や速度のプログラム体験ゲーム感覚で楽しめる操縦体験

ミニ四駆
組⽴体験⾛⾏体験やレース

次世代に向けた⾃動⾞などの展示

近未来モビリティ

2. 施設計画書 ー施設情報ー

キックボード、ストライダー
子供から⼤⼈まで楽しめるアクティビティ
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キッズパーク、プレイパーク イメージ

­施設計画書 9/13­

環境配慮した緑化や
憩いの場となるプレイパークも設置。

2. 施設計画書 ー施設情報ー

キッズパーク内には⼩さな子供が遊べるスペースを
デッキ型休憩スペースが取り囲み、親は休憩スペースにて
子供を⾒ながらくつろげる空間を提供。
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最先端の技術開発、実証実験 

操作するドローン搭載カメラの
映像をVRにてリアルタイムで体感

専用アプリを使って飲食を注文すると、
ドローンがお客様の元に直接配達

フォーミュラカーの電動化

モビリティに関する最先端の技術開発と実証実験を積極的に実施
開業後も共創パートナーを始めとする各社と協⼒し、実証実験を
⾏えるフェーズになったものから順次導入予定

デジタルツインを用いたアクティビティ ドローン物流

開業時に導入予定

⾃動運転

­施設計画書 10/13­2. 施設計画書 ー施設情報ー

電気を動⼒とするフォーミュラカーの
開発/実験を⾏い、屋外多目的サーキッ
ト広場にて試乗できるサービスを将来
的に提供予定

⾃動運転の実証実験を⾏い、
実装段階になったものから
施設内移動⼿段として導入予定



­施設計画書 11/13­
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2. 施設計画書 ー不動産投資に係る全体統制ー

不動産事業会社が不動産投資を⾏い、⼀部建物を所有することを想定。
次のとおり、建築⾯及び運営⾯での統制を図る。

１．建築⾯における統制
  ①不動産事業者との契約の際に、建設条件としてデザインコードを指定 
  ②施設全体の⼯事管理者を配置し、デザインコード遵守のフォローを実施

２. 運営⾯における統制
  ①テナントの誘致⽅針の明確化
  ②入居テナントは、運営事業者の事前承諾を得ることを不動産事業者との契約条項に盛り込む
  ③不動産事業者を含めた協議会を設置し、イベント等を連携して実施

修正



交通⼿段の確保

­施設計画書 12/13­
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1. 交通インフラとの連携（バスロータリー、バス停、バス⾞庫、観光バス停留所）について
• 年間の来場者数200万⼈達成のためにも公共交通インフラとの連携は必須であり、事業用地内に必要機能（バスロー

タリー等）を配置予定。特に市内からの移動については、定期運⾏バスが主要移動⼿段の⼀つとなるため、広島電鉄
株式会社と協議中

• 詳細位置においては、現在検討が進められている道路ネットワーク⽅針が固まり次第決定
• イベント開催時などの臨時バス運⾏や下記臨時駐⾞場からの輸送等についても、広島電鉄株式会社と協議中

2. 臨時駐⾞場について
• イベント開催時など敷地内の駐⾞場不⾜が想定される場合は、近隣施設の駐⾞場を臨時借用する事で、
  駐⾞場スペースを確保。臨時駐⾞場から施設まではシャトルバスによる輸送を計画

  ＊詳細の場所や規模については今後交渉

3. ⻄側駐⾞場から東側への移動について
• 上記道路ネットワーク⽅針と「機能⾯」、「景観」、「コスト」を踏まえた上で、移動⽅法を検討

*横断歩道、歩道橋、ぺデストリアンデッキを中心に検討

2. 施設計画書 ー交通アクセスー
施設内想定駐⾞台数について

・⾃動⾞用駐⾞場１２００台

・バイク用駐輪場５００台



­施設計画書 13/13­
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2. 施設計画書 ー環境への配慮ー

海外からの来客者は、環境に関心が⾼い層が想定されることから、次のとおり環境に配慮した施設づくりを⾏う。

①建設時において、環境負荷の低減を⾏うため、省エネ設備を積極的に導入
②施設内における十分な緑地配置やマリーナや多島美景観を望める施設配置を⾏うことで、⾃然環境への配慮を⾏う
③開業後には、モビリティに関してEVカートだけではなくクリーンエネルギーを動⼒とするモビリティ開発における
 試験場所の提供などの⽀援を⾏う

修正



­テナント導入計画 1/1­
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3. テナント導入計画
事業名（施設名） 導入するテナント候補 誘致⽅針 ⾒通し
VR事業 ・モビリティ関連事業者（現⾃動⾞

 メーカー他）
・レースプロモーター
・飲料メーカー
・保険会社
・広告代理店
・有名IP（知的財産）保有者

VR事業においては、幅広いテーマに沿った体験を提供予定。
モビリティに関しては普段味わうことが出来ないラリー⾛⾏体験やドローン遊泳などの
非⽇常体験を提供。それ以外にも広島県や⽇本の観光名所を遊覧する体験や、映画やア
ニメの世界を体験できるなどの幅広いラインナップを取りそろえることを想定。
テーマに関しても短期で入替を⾏い。常にコンテンツの新陳代謝を図る。
そこで魅⼒あるコンテンツが提供できるよう、直営だけではなく、テナント⽅式やマー
ケティングパートナー⽅式など多岐にわたるプランを提示することで、テナント誘致を
促進する予定。

トムスが取り組んでいるEVカート事業やVR事業に関して興味を持っている企業が
既に多数存在するが、トムスが東京都江東区に2023年10月末に開業した「シティ
サーキットTokyoBay」にて、ひろしまモビリティワールドの世界観の⼀部を実現
することで魅⼒をより多くの企業に訴求していく。すでに実績として多くの企業
とのコラボコンテンツが実現できており、これらを拡⼤していくことで多くのコ
ンテンツ制作とマーケティングパートナーを募っていく。

テナント事業【飲食・物販】 [飲食エリア]
・メジャーチェーン店
（カフェ・ファーストフード・
 ファミリーレストラン）

[物販エリア]
・モビリティ関連グッズ店
・お土産店

［エリア共通］
各エリアの目玉となるような有名店や話題の店を優先的に誘致。
同時並⾏にて現マリーナホップ入居テナントならび⼀般公募を実施することで、核とな
る店舗を中心とした魅⼒ある飲食環境を構築。

[飲食エリア]
核となる店舗を先に固め、誘致しやすい環境を構築してから、既存テナントなら
び新規テナントの誘致活動を展開する予定。
[物販エリア]
モデルカー、ミニ四駆、ラジコンなど、モビリティ関連に特化したグッズの取り
揃えを計画。モデルカーについては、先⾏して、トムスによる「シティサーキッ
トTokyoBay」にて実施予定。また、お土産店舗については、広島の名産を中心に
地元企業ネットワークを活用した誘致を展開する予定。

テナント事業【バイカーズ】 ・バイク施設運営事業者 バイクファンの⽅々が仲間と集い、出会える空間の提供を⾏える事業者を誘致。
飲食やグッズの提供だけではなく、コミュニティ形成やファンづくりにつながるイベン
ト企画やを運営ができ、レンタルバイクなど利用者にとっても魅⼒あるサービス提供が
出来る事業者を誘致し、ライト層からコア層までバイクに興味のある層の集客⼒を強化
する。
また、屋外多目的サーキット広場との連携により、実際にバイク⾛⾏ができる「場」の
提供も施設全体として定期的に連携していく。

バイク乗りたちの情報交換やコミュニティ形成の場を提供し、イベント企画や飲
食物販店の出店までトータルプロデュースを⾏っている事業者と出店いただくこ
とを前提に協議中。
今後詳細の出店要件について協議予定。

イベント事業
（屋外多目的サーキット広場）

・イベント企画/運営会社
・エンタメ事業会社

既存の音楽フェス、ライブエンターテイメント、ドローンイルミネーションなど⼈気の
あるイベント開催に実績のある事業者を中心に本プロジェクトの魅⼒を伝え、多目的
サーキット広場をメインに活用したイベントを定常的に実施してもらうスキームを構築
する。

複数のイベント企画/運営会社、エンタメ事業会社とは以前より「クルマ×エン
ターテイメント」というテーマで新しいイベント企画の話し合いを⾏なっており、
本プロジェクト内施設を使用する前提でのイベント企画を討議していく予定。
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役割:バイカーズ
   事業企画/推進

役割︓事業企画
   コンテンツ企画
   ※マツダ離脱後リソース追加

役割︓事業企画
   コンテンツ企画

役割︓事業企画
   コンテンツ企画

役割:賑わい創出企画役割:バイカーズ
   事業企画/推進

役割:賑わい創出企画

ひろぎん
HD

4. 事業実施体制

今後も追加予定

瀬⼾
内海
汽船

瀬⼾
内海
汽船
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4. 事業実施体制

1.  マツダ株式会社の辞退・今後の関与について
  本事業参画後、北米市場をはじめとした各国の規制強化やカーボンニュートラルへの対応等の外部環境変化が
 当初の想定を上回るスピードで進⾏しており、先⾏きが不透明な環境下において、経営資源をこれらの対応に
 集中して投入する必要があり、ひろしまモビリティワールドへの主要構成企業としての参画を辞退するという
 意向を示されました。但し、引き続き応援企業の1社として、モビリティを核とした、集客につながるような
   コンテンツ等の提案、モビリティワールドのファシリティを活用したイベント招致等を通じて、ひろしまモビ
 リティワールドを応援していきたいとの意向を示されております。
  なおマツダがトムスと⼀緒に担う役割であった事業企画、コンテンツ企画についてはトムスの⼈的リソースの
 増強を図り補完していきます。

2. デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社の参画について
  本事業に係る公募結果が公表されて以降、提案内容を実現するためのよりよい⽅策を協議・検討してまいり
 ました。そしてこの度、デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社に新たに構成員として参画
 いただける事となりました。財務戦略の役割を担っていただき、資⾦調達において多⾯的な⽀援及び
 アドバイザーとして関与して頂く想定をしております。
  マツダの構成員辞退に伴い、出資⾦を含む資⾦調達が難化するリスクはありましたが、デロイトの参画に
 より資⾦調達先、⼿法の選択肢が増えるので当初計画以上の推進ができると考えております。
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4. 事業実施体制

   共創パートナー（推進応援団）とは、
 ひろしまモビリティワールドの推進にあたっては、企業、各種団体等と連携し、知恵を出し合いながら、
 事業ビジョンの実現を目指したいと考えており、共に取り組む企業等を募集。
 参画頂く企業等については事業ビジョンの実現に向けた事業検討や事業推進に係る実証実験、
 共同研究などの企画協議を構成員とともに⾏います。

 現時点での共創パートナー（推進応援団）の⼀例
      1.  広島電鉄株式会社  ・・・交通インフラ全般
     2.  広島国際空港株式会社 ・・・交通インフラ全般
     3.  瀬⼾内海汽船株式会社 ・・・交通インフラ全般
     4.   広島⼤学  ・・・モビリティ関連技術の研究開発
          5. 中国電⼒株式会社  ・・・電設関連⽀援
     6. 株式会社ひろぎん  HD ・・・⾦融⾯の⽀援
     7. マツダ株式会社  ・・・イベント企画／集客⽀援
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4. 事業実施体制

１．⻑期かつ有期の事業において、事業意欲を持続させる仕組み
  ① 時代や流⾏に合わせて、常に新しい魅⼒や体験を提供できるよう、定期的に顧客ニーズや市場調査を⾏い、
         施設やサービスの改善や新規サービス開発サイクルを導入
  ②「アジア圏随⼀のモビリティエンターテインメントの聖地」というブランドイメージを確⽴することで、
         体験型テーマパークの地位確⽴と共に、スタッフの誇りを醸成
  ③トムスのシティサーキット事業を全国に普及させていく事により雇用の場を創出

２ 運営会社について
  ①運営会社の責任者は代表法⼈である㈱トムスの代表者が就任。㈱トムスが議決権の過半数を維持し、
   主体的な施設運営を⾏っていく
  ②取締役会の設置や、会計監査法⼈を選定する他、内部監査機関を設置し、コーポレートガバナンスを確保

修正
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事業種類 運営方針 提供サービス 運営方法

ひろしまバイカーズコミュニティ ・バイカー達のための施設とし、コミュニティを形成する場を提供します。
カフェ
用品販売
レンタルバイク

テナント管理

飲食・物販
・広島県の名物をはじめとした日本の美味しいものを提供します。 飲食 直営

テナント管理

・当施設オリジナルグッズだけではなく、来場者のニーズにあった商品の販売します。 物販 直営
テナント管理

VR ・大型球体スクリーンを活かした最先端の体験型エンターテイメントを提供します。 大型球体スクリーンによる
体験/アトラクション 直営

近未来モビリティ展示
・国内外さまざまな⾞を展示することで、来場者が世界中の⾞に触れることができる施設を目指します。
・⾃動運転、空⾶ぶ⾞、MaaSなどの最先端技術のモビリティ領域における「聖地」にしたいと考えております、
　これらの技術を活かしたモビリティも積極的に展示をするよう計画をしていきます。

展示 直営

ミニ四駆、ドローン ・ミニ四駆、ドローン、ラジコンの組み⽴て体験や操縦/⾛⾏体験ができる場所と致します。 製作体験
操縦/⾛⾏体験 テナント管理

屋外多目的サーキット広場

・⻄日本で初となる、フォーミュラカーに乗ることができる場所として、国内・海外問わず観光客の方が訪れる、
 当施設の目⽟コンテンツとなることを目指します。⾛⾏体験時間外にはガレージにて⾞両を展示いたします。 ドライビングレッスン 直営

・お客様本⼈の⾞をサーキット内で運転することもでき、非日常的なドライビング体験ができる場所といたします。 運転体験 直営

・定期的に⾳楽フェスや旧⾞愛好家のユーザー会などのイベントを開催し、様々な価値を提供していきます。 イベント開催 委託

BIG TERRACE、
屋内EVカート

・EVカートを用いて、体験型エンターテイメントを提供します。

EVカート体験

直営

・全日本選手権も開催し観戦型エンターテイメントも提供します。 直営

・BIG TERRACEでは、マリーナや宮島の景観を楽しんでいただくとともに、不定期にイベント開催を実施します。 展望デッキ
イベント開催 直営
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2024年
上期

2024年
下期

2025年
上期

2025年
下期

2026年
上期

2026年
下期 2027年 2031年 2036年 2041年 2046年 2051年 2056年

施設全体

BIG
TERRACE
屋外多目的
サーキット

広場

VR

コンテンツ

JV

資⾦調達

協議会

• 施設全体
    - 15年目から20年目にそれぞれ⼤規模修繕を⾒込む
    - 最終年度には営業終了の上、解体⼯事を実施し、広島県へ返却する。

• VR
    - 本施設のVRはパビリオン形式を導入しているため、数年ごとにコンテンツの入れ替えを計画

• コンテンツ
    - 開業時に盛り込むことが出来なかったコンテンツについては、開業後に追加することを計画（５年毎）

営
業
終
了
・解
体

準備⼯事

開
業

設⽴

調達

適宜開催

VR入れ替え

⼤規模修繕

建築⼯事

開発開始

開
業
準
備

追加

建築⼯事

建築⼯事

追加 追加 追加 追加

基本設計/実施設計

基本設計・実施設計 令和７年春完了
各種⼯事開始    令和７年４月以降
           ※県からの土地引き渡しを受けた後
開業        令和９年春

修正
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7. 資⾦計画

1. 初期投資
投資総額︓約84億円（建物/外構︓約70億円、備品/ソフトウェア︓約9.5億円、差入保証⾦︓約4.5億円）
 ⇒施設内駐⾞台数を増やすため、建築⾯積を減らす⼯夫により、外構費を拡充
 ⇒テーマパーク特有の来場者の経年減少を想定し、コンテンツをアップデートしやすいように
  頑丈な建物建築ではなく、ガレージ様式のような簡易構造建物に内装や外構を⼯夫する事で世界観を実現（建築費削減）
 ⇒リース資産を活用することで、初期投資⾦額を削減

2. 資⾦調達

  次の①〜③の⼿法にて調達する。
 ①運営会社への出資（⾃己資本）
 ②⾦融機関からの借入
 ③不動産事業者による事業投資により調達
※③について優先的に交渉を進めた上で、①の交渉、その他②の交渉を本格的に⾏う
※なお、収⽀計画については①〜③の⼿法で調達することを前提とした内容に変更済み

    

­資⾦計画1/1­

修正
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８. 来場者の集客戦略

2. ターゲット別集客⼈数等
海外インバウンド35万⼈、国内観光客120万⼈、県内ファミリー層45万⼈
※新たに、鈴⿅サーキットパーク、⻑崎ハウステンボスなど、類似の特性をもつテーマパークを
 ベンチマーク先として追加した上で、ターゲット別集客数や消費単価等を精査

1. 来場者数想定︓200万人
• 有料エリア ︓100万⼈の集客ポテンシャル（国内︓80万⼈、インバウンド20万⼈）
• 無料エリア ︓40万⼈の集客ポテンシャル
• イベント    ︓60万⼈の集客ポテンシャル（音楽フェス、花火フェス、その他イベントを開催）

­来場者の集客戦略1/2­

修正
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８. 来場者の集客戦略 ­来場者の集客戦略1/2­

修正

項目 内容

提供
価値

○EVカートやVR体験については、常に新しい魅⼒や体験を提供できるよう、定期的に顧客ニーズや市場調査を⾏い、
時流に合った新規サービス開発/導入を積極的に⾏うなど、ここでしか味わえないモビリティ体験を常に提供する

事業者との
連携

○広島県観光連盟（HIT）との連携により、広島県の観光施策に沿った国内外への観光プロモーションを実施
○共創パートナー候補である旅⾏代理店との連携を図り、積極的な国内外旅⾏客の取り込み施策を実施
○交通事業者が社内で検討を進めているMaaSによるサービス提供について当施設としても積極的に取組み、広島駅
到着時からひろしまモビリティワールドへの公共交通機関の決済から施設内のアクティビティ予約、決済まで⼀貫し
たサービス提供が出来るよう今後目指す
○ひろしまモビリティワールド独⾃の取組みとしては、施設内で施設アプリよりドローン物流や配膳ロボットを用い
た飲食デリバリーの採用や、施設内私道を利用した実証実験を⾏っていく予定

チケッティング ○当⽇お得に複数コンテンツを楽しめるセットチケットやリピートユーザーを獲得するための年間パスについて販売
予定。
○交通事業者とは乗⾞券とセットでの割引チケットを販売したり、施設への交通便数を増強してもらう事を計画し、
交渉を進める

イベント ○⼤⼩さまざまなイベント機会創出により、リピート率を上げることでテーマパーク特有の来場者の経年減少をリカ
バリー
○⼤型スポットイベントの魅⼒を上げることで、新規来場者数の増加を図る

施設
建物等

○駐⾞場から無料エリア経て、有料エリアと繋がるアプローチにおいては、有料エリアに近づくにしたがってワクワ
ク感や期待感を醸成していける仕組みの導入や最適な配置計画の⾒直しに関する検討を今後進めていく予定
○具体的には、アプローチ⾃体にモビリティワールドを感じられるような外構を施したり、左右を囲うように展示や
簡易物販、キッチンカー配置などにより賑わいを創出し、デジタルサイネージや音楽なども用いて空間演出を⾏って
いくことを検討

その他 ○５年毎に新たな事業投資を⾏い、その時々の時流に合ったコンテンツを追加し集客促進

   年間来場者200万人達成に向けての施策


